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人体水平断面の計測方法と平均図形の比較

一非接触三次元人体計測装置を利用して一

文化女大家政　　金　 金 花

〔(社) 日 本家政 学 会

目的：人体計測に多 く用いられているメジャー計測は，一次元的な長さの性質のみであ

り，身体の形態特性を把握するには二次元・三次元的に人体を捉えることが必要である．

本研究では人体の二次元データとして横断面を採取し，断面形状データ化の方法について

検討した．三次元人体計測装置では多くの項目が計測可能であるが，ここでは六体のシル

エットを決定する重要部位と考えられる６部位( 後腹点位, DU，CBL,  WL, 腹部前突位，HL)

の横断面形状について，4 種の方法を用いて平均図形を作成し，その精度を比較検討した．

方法:  20～24 才までの韓国人女性　　　　　　　　　　　　　　　　 ，

55名を被験者とし非接触三次元人体

十測装置を用いて人体 十測を行い，　djlHebdllllRb(1ﾖ41ﾐｼ)
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先行研究に用いられている焦点位置　　　 二　　　　　　　　　　 ‥，　　　　4―t
の異なる３種の横断面形状デ ータ化　　M 弑　　　A 弑　　　w μ　　　K 弑

の方法と,新たに１種を加え図に示す４種の方法で,各断面毎に平均図形を作成し比較した．

結果：各計測線が断面曲線に対して法線方向に近く設定されているＭ方式平均図形が周

囲長，前後径，左右径，偏平率共に実寸平均値に最も近い値となった．また４種共，各焦

点から等角度に計測線を設定ずるため，特に後腹点位では腕付根付近の凹凸の形態特性が

捉え難く，また方式間に周囲長のバラツキが見られた．さらにw 式・K 式は断面の焦点位

置を全断面共通に用いるため，各断面毎に焦点を設定するＭ式やA 式の平均図形との間に

図形・寸法共に差が生じた．
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【目的】婦人服サイズの日本工業規格（JIS ）表示が，若い世代の体型の大型化に対応する

と同時に中高年層へ配慮するために,   1997年２月に改正される。身長，ヒップ，バスト，
ウエストの表示中心値が大きくなり，さらに新しい体型区分を新設するなどの多様化が図

られている。そこで，若い世代の体型の大型化を黄金比という視点から分析し，さらに体
型（比例）の違いにより同デザインの衣服の着装イメージがどのように 変化するか調査し
考察することを目的とした。

【方法】女子学生200 名を対象に1996年11月に，床から頭頂，臍，自然な形で手を挙げた

手先までを計測した。ル・コルビュジエの提唱したモデュロールをもとに身長の黄金点と
臍高の差を分析した。これを1973年計測値と比較し体型変化を考察した。次に同身長で身
長の黄金点と臍高の差が異なる３名を抽出し，同じスーツを着装してもらい，女子学生52

名にイメージ評価を実施した。イメージ評価は,  25対の形容詞を用いSD 法による５段階
尺度で評定を求めた。分析は，単純集計，判別分析の手法を用いた。

【結果】①本調査結果を1973年と比較すると身長は3.18cin,臍高は2. 41cin高い。身長の黄

金点と臍高の差については,   0. 45cni減少している。つまり差が少ないほど黄金比に近いプ
ロポーションであるため，この20年でわずかに均整のとれたプロポーションに近づいてい

ることになる。②身長の黄金点と臍高の差は身長を100とすると－0.09～6.36 と広範囲に
ばらつきがみられる。③同身長で身長の黄金点と臍高の差が異なる３名における，同スー
ツの着装イメージでは，特に身長の見え方において有意差が認められた。

228


